
 
 

 

 

 

 

 

 

  

NAKAMOZU イノベーションコア 

創出コンソーシアム レポート 202２年２月 
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2. 当日の様子 

3. ワークショップでのご意見 

NAKAMOZU イノベーションコア 
創出コンソーシアム 会員 

・公立大学法人 大阪府立大学 

・公立大学法人 大阪市立大学 

・堺商工会議所 

・公益財団法人堺市産業振興センター 

・株式会社さかい新事業創造センター  

・株式会社池田泉州銀行 

・株式会社エスポワール 

・大阪ガス株式会社 

・大阪市高速電気軌道株式会社 

・大阪信用金庫 

・関西電力株式会社 

・株式会社スマートバリュー 

・大和ハウス工業株式会社 堺支社 

・大和リース株式会社 

・西日本電信電話株式会社 関西支店 

・堺市 

 

支援・協力機関 

・株式会社日本政策金融公庫 

令和４年 1月 24日 

第２回 NICCC ミーティングを開催しました！ 

１．第２回NICCC ミーティング 概要 

日時：令和４年 1月 24日（月）14時～16時 
場所：堺商工会議所 2階大会議室 

 
＜プログラム＞ 
１．開会挨拶 
２．話題提供 

会員によるイノベーションに関する取組等のご紹介 
➀「S-Cubeの取り組みについて」 

                  株式会社さかい新事業創造センター 
➁「イノベーションを生み出していく共創の場「LINKSPARK」」 

                  西日本電信電話株式会社 関西支店 
③「Osaka Metro のオンデマンドバス社会実験」 

                    大阪市高速電気軌道株式会社 

３．意見交換会 

○各グループに分かれたワークショップ 
○ワークショップ結果の発表 

４．閉会 

【会員による話題提供】 
 

事務局：堺市 建築都市局 都市整備部 
中百舌鳥・拠点整備担当  
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【事務局】  
堺市  建築都市局  都市整備部  
中百舌鳥・拠点整備担当  
〒590-0078 堺市堺区南瓦町 3 番 1 号 15 階  
TEL:072-340-0389/FAX:072-228-7897 

２．当日の様子 

 第 2回 NICCC ミーティングでは、前半パートで会員にイノベーションに

関する取組等をご発表いただき、後半パートでは今後のなかもずに必

要な取組やアイデア等に関するワークショップを行いました。 

 前半パートでは、S-Cube、大阪メトロ、NTT西日本 関西支店の３

社にご登壇をいただき、自社におけるイノベーション戦略や取組内容等

をご発表いただきました。他の会員からも、改めて他社の取組を勉強す

る機会になったと大変好評でした。 

 後半パートでは、3社の発表もふまえて、今後のなかもずに必要な取

組やアイデア等について、ハード（土地活用）とソフト（イノベーション

誘発）の 2 グループに分かれ、議論を行いました。 

３．ワークショップでのご意見 

＜土地活用グループ＞ 

 なかもずエリア全体で循環・連携させ、統合的な開発を進めていくことが

必要。例えば、大学やなかもず北部で起業し、金岡などで企業立地

（開業）や住まいを確保する、といった形。交通の便も向上させる施

策が必要。 

 なかもずは堺市内で特徴的な Z世代が集まるエリア。一方でターゲット

が様々いる。人を集める・溜めるためにどのようなターゲットを狙っていく

か、は議論が必要。 

 なかもず駅前といっても、ロータリー周辺だけにぎわいがあり、その周辺は

全く雰囲気が異なる。面的に広がる仕掛けを考えなければならない。一

体的な雰囲気も大事だが、それも形成しにくい。 

 なかもず駅前は、ポテンシャルがあるといっても、基本乗り換えだけで、堺

東や難波で買い物をしているのかもしれない。駅前は人を集める求心

力がなくなっているのが課題。 

＜イノベーション誘発グループ＞ 

 マッチングや社会実証に向けた支援に取り組む会員は多いはずだ。ただ

し、個別具体的な要求には対応できるものの、潜在的な要求や総合

的な支援が不足している印象がある。特に大学や大企業、海外企業

との連携や、総合的な企画運営機能が不足している。 

 新たにイノベーションを起こしていくためには、創業や事業承継による経

営者の若返りが求められるといった意見がある。これに対する支援は一

定程度取り組まれている。一方で、イノベーション誘発を求める分野の

把握や地域資源の発掘は不十分である。 

 イノベーションを推進していくためには、人材の確保・育成が不可欠であ

り、一般的な支援は既に取り組まれている。加えて、これからイノベーシ

ョンを誘発するためには、デジタル化や DX の導入、また情報プラットフォ

ームとしての都市 OS の整備が必要である。 

 その他、なかもずエリア全体のブランディングは重要。現状では大阪

（梅田）や東京と比べて競争力が低い状況で、なかもずの強みや魅

力を上手く打ち出せていない。 

【土地活用グループ】 
 

【イノベーション誘発グループ】 
 

【ワークショップの様子】 
 


